交さへ 申 渡せば、 大抵 片 はついて しま ひさう である。 

が、 何処の 馬の骨と も わからぬ 君子に 素早い 仕事 を や 

られた 時に も、 やはり 泣寝入り になり 兼ねないと 云 ふ 

ちちろん 

の は、 —— 勿論 菊 池 は 身代限り をしても、 法廷に 権利 

を 争 ふか も 知れない。 しかし 訴訟 を 起した にしろ、 敗 

訴 になる 可能性 を 持って ゐ ると 云 ふの は 明らかに 不合 

理の行 止まりで ある。 

尤も これ は 日本ば かりで はない。 英吉利 も 亦 同じ 

ことで ある。 少く とも shaw の Admirable Bashvllle 

の 始めて 書物の 形に なった 千 九 百 十三 年 迄 は 同じ こと 

だった 害で ある。 (これ は ショォ 自身の 小説 Cashel 



Byron-S profession を 戯曲に 書 直した ものである。 

シ ョォは 勿論 こ の 戯曲の 序文に かう 云 ふ 著作権侵害に 

関する 法律上の 不備 を 論じて ゐる。 さもなければ 法律 

うと 

などに 疎い 僕 は 永久に こんな ことに は 気がつか なか つ 

たか も 知れない。 或は 又 千 九 百 十 年 位に おの づ から 気 

づ いて ゐ たか も 知れない。) 

この 法律上の 不備に 応ずる 途は菊 池 寛の したやう に、 

或は 又 ショォ のした やうに、 戯曲になる 小説の あった 

時には 作者 自身 戯曲に 書 直す ことで ある。 しかし 戯曲 

を 書かない 作者 は ( 一 例 を 挙げれば 僕の 如き) おい そ 

れと書 直しの 出来る もので はない。 すると かう 云 ふ 一 



戯曲の 形式に 表現すべき もの かと 云 ふこと は 予め 菊 池 

の考 へる、 或は 考 へなければ ならぬ ことで ある。 それ 

を 前に は 小説に し、 後に は 戯曲に すると 云 ふの は、 ゆ 

うべ の剌身 をぬ たにした のと 同じ 非難 を 招かない であ 

らう か？ 少く ともぬ たになる 害の もの をう つかり 剌 

身に つくった のと 同じ 不明 を 示す 害で ある。 と 云 

ふ考へ かた も 出来ない こと はない。 

けれども 同一 の 題材 を 二つに 使 はれぬ と 云 ふ 道理 は 

ない。 いや、 小説から 戯曲に せず とも、 小説から 小説 

にもなる 訳で ある。 たと へば 久米正 雄な ど はたった 一 

つの 失恋 を 無数の 小説に して ゐる ではない か？ (と 云 



ふの は 久来を 嘲る ので はない。 無数の 失恋 をして ゐる 

癖に たった 一 つの 小説 も 書け ぬ 新時代の 青年に 比べれ 

、， はん 

ば、 数等 久来は 見上げた ものである。) 況ゃ 小説から 

戯曲に する の は 恥辱で も 何でもない 害で ある。 勿論 ど 

ちらか 一方の 傑出す る こと も あるか も 知れない。 しか 

しそれ は 同 一 の 作者に 傑作 も あれば 悪 作 も あると 少し 

も 変り はない 理窟で ある。 

尤も 論者 はかう 云 ふに 違 ひない。 それ は 小説に した 

場合と 異 つた 見地に 立った 上、 戯曲に 書 直した 場合 だ 

けで ある。 さもなければ 如何に 割引きしても、 不明の 

非難 だけ は 免れない であらう。 —— この 説 は 一 応 尤も 
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